
  



    
      目次

        巻頭言

        
         	それ、本当に開いても大丈夫ですか？　　情報メディア基盤センター長　伊藤　和人

        

        
        情報メディア基盤センター教職員の研究論文

        
         	コグニティブ無線でのスペクトラムセンシングのためのくし形フィルタリング　　島村　徹也

         	ビットコインにおける匿名化サービスの調査　　吉浦　紀晃

         	ヒューズの性能向上のためのシミュレーションソフトウェアの適用 ～その1～　　山納　康

         	3D-Modeling for the Developments of Polyhedra 1　　堀山　貴史

         	小型コンピュータと移動ロボットを活用したネットワーク監視手法　　小川　康一、吉浦　紀晃

        

        
        平成29年度活動報告

        
         	平成29年度情報メディア基盤センター活動一覧

         	平成29年度研究会・研修会等参加報告

         	平成29年度講習会等開催報告

        

        
        センター利用案内および報告

        
         	情報メディア基盤センター利用案内および報告

             
             	Microsoft Windows OS およびMicrosoft Office 利用状況

             	東京大学スーパーコンピュータ利用報告

             	大判プリンタ利用状況

             	障害・メンテナンス状況

             	一時アカウント利用状況

             	全学統一認証アカウント、Office365アカウントのパスワード再発行状況

             

        	全学教育システム

             
             	平成29年度全学情報教育システムソフトウエア一覧

             	平成29年度情報メディア端末室利用実績

             	平成30年度情報メディア端末室利用予定

             	情報メディア端末室座席表

             

 
         	安心して情報システムを利用するための10カ条

         	情報メディア基盤センター教職員名簿

         	編集後記

        

    
  

 
	巻頭言





    それ、本当に開いても大丈夫ですか？

    伊藤 和人 （情報メディア基盤センター長）

    　標的型攻撃が増えている。警視庁の分析によれば、2016 年には4,046 件、2017 年には6,027 件と急増している。情報セキュリティにおける標的型攻撃とは、特定の組織や人物を標的として狙いを定めて、個人情報などの重要情報を盗み取る、重要情報を人質にして身代金を要求する、不正アクセスに悪用するために情報機器を乗っ取る、といった攻撃を指す。

    　メールを用いた標的型攻撃の代表的な手法の1 つはメールに添付されたファイルをメール受信者に開かせるもの、もう1 つはメール本文中に示されたウェブサイトをメール受信者に訪問させるものである。添付ファイルを開くとPC がウィルスなどの不正ソフトウェア（マルウェアという）に感染し、マルウェアがPC 内の重要情報を外部に送信する。重要情報を暗号化して利用不可にし、重要情報を人質にして暗号解除するための金銭を要求するのがランサムウェアだ。感染直後は目に見える症状が出ず、ひそかにPC に不正侵入の裏口を作るマルウェアもある。不正なウェブサイトは、訪問するだけでマルウェアが勝手にPCに取り込まれ、感染する。あるいは、訪問したウェブサイトで言われるままにパスワードを入力するとパスワードが盗み取られる。一般利用者1 名のパスワードが盗まれたことをきっかけにシステム管理者のパスワードが破られ、大量の重要情報が漏えいした例もある。

    　攻撃メールに書かれた内容が自分に関係ないと思えば不正な攻撃メールと判断して無視するが、例えば自分が使っているメールシステムの警告メッセージに似せたものは、一瞬本物と信じてしまうこともあるだろう。実は標的型攻撃も、うそを本当と信じ込ませる、という手口は従来の攻撃と変わりない。標的型攻撃では、標的の個人情報や関係するキーワードをメール本文にちりばめて、言葉巧みに標的を信じ込ませる。マルウェアとその感染経路が高度化しているのも事実だが、それよりもだましの手口が悪い意味で洗練されてきている。それゆえ標的型攻撃は「高度化している」とは言わず「巧妙化している」と表現される。標的型攻撃とは、プロの詐欺師が狙いを定めてだまそうとしているのだと認識すべきだ。だまされないために細心の注意が求められる。

    　メールによる攻撃の最近の傾向では、オフィスソフトのデータファイルが添付される事例が増えている。攻撃添付ファイルにはマクロと呼ばれる自動操作手順が書き込まれており、オフィスソフトでファイルを開くとマクロが実行され、マルウェアをダウンロードしてPC が感染する。初期設定ではマクロ実行は禁止あるいは利用者による許可が必要なのだが、無条件にマクロを実行する設定にしていないか確認して頂きたい。

    　さて、あなたは埼玉大学の教員だとしよう。知らない人物からメールが届いた。「〇〇先生へ。埼玉大学大学院に入学して、あなたの指導の下で研究して学位が取りたい。私の経歴と研究計画は添付ファイルに書いてある。」あなたは添付ファイルを開くだろうか。

  


	情報メディア基盤センター教職員の研究論文





    コグニティブ無線でのスペクトラムセンシングのための
くし形フィルタリング

    島村 徹也

    1 はじめに

    第5 世代の無線通信技術においては、枯渇する周波数資源の問題解決が重要視されている。その一つの解決方法に、コグニティブ無線がある。コグニティブ無線では、利用されていない周波数帯を有効利用するために、スペクトラムセンシングにより、周波数帯の活用状況を把握する。スペクトラムセンシングには、協調型スペクトラムセンシングと非協調型スペクトラムセンシングが考えられる。本稿では計算効率的な後者を主として取り上げることにする。

    通信信号の検出を行うために、これまで受信信号の巡回定常特性を利用する方法、マッチドフィルタを利用する方法や、エネルギー検出の方法など、種々の方法が検討されてきている。しかしながら、いずれも信号対雑音比が低下するにつれて、検出精度が劣化してしまう。そこで、本稿では、本来付加雑音に耐性を有する自己相関関数を利用し、さらに受信信号にくし形フィルタリングを施すことで、信号対雑音比を改善しつつ通信信号の検出精度を向上させる方法について述べる。

    2 無線通信信号

    無線通信システムにおいては、マルチパスフェージング特性に耐性を有する通信方式が望まれ、現在ではOFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplex:直行周波数多重分割)が主流となっている。 OFDM は次世代方式としても有力視されていることから、本稿ではOFDM 信号を対象信号と考えることにする。そして、OFDM の中でも特に、CyclicPrefix(CP)を導入したCP-OFDM を取り上げることにする。CP-OFDM 信号は、図1 に示されるように、OFDM シンボルの後ろ部分を複写し、そのシンボルの前部分に置くことで構成される。

    

    

    図1 CP-OFDM 信号

    

    3 システムモデル

    図2 は、本稿で取り上げるスペクトルラムセンシング方法のブロック図を示している。


    

    

    図2 スペクトラムセンシングを実行するブロック図

    

    送信側では、データソースがQAM またはPSK 方式で変調されることを仮定する。シリアル･パラレル変換の後、IFFT(Inverse Fast Fourier Transform: 逆高速フーリエ変換)アルゴリズムによりマルチキャリア計算がなされる。ここで、CP が挿入される。そして、パラレル･シリアル変換により、CP-OFDM 信号が形成される。

    通信路は、マルチパスフェージング通信路を仮定する。白色性の付加雑音も加わる。

    スペクトラムセンシングは受信側で行われる。基本的には自己相関関数を計算し、OFDMシンボルの周期信号に着目し検出を行うが、くし形フィルタを前処理に利用することを考える。さらに、複数の並列構成を利用することで、統計的な意味において検出精度を向上させる。最終的には、対象信号が潜在する仮定H1、あるいは対象信号が存在しない仮定H0、が判定されることになる。


    4 実験

    ディジタル変調16-QAM、FFT サイズ1024、OFDM シンボル数140、CP 長のOFDMシンボル長に対する比が1/4、通信路はレイリーフェージング、受信側での並列処理数3、反復回数1500 において計算機シミュレーション実験を行った。図3 は、スペクトラムセンシングでのFalse Alarm のパラメータ設定を変化させたときの、検出確率を示したものである。False Alarm のパラメータが大きく設定されるにつれて、検出精度が改善されることがわかる。


    

    

    図3 False Alarm のパラメータ設定依存性

    

    

    

    図4 CROC 特性

    

    図4 は、CROC(Complementary Receiver Operating Characteristics: 補正受信処理特性)を表している。信号対雑音比が向上するにつれて、誤り検出の確率が低減していく様子が見て取れる。

    

    

    図5 実行比較

    

    図5 は、False Alarm のパラメータを0.05 に固定したときの検出確率を表している。本稿で述べている方法(Proposed)が従来法(Autocorrelation)と比較されている。従来法は、CP が既知の場合とそうでない場合をそれぞれ実行し、重ねて示している。図5 より、本稿で記した方法は、従来法より信号対雑音比で6dB から10dB の改善を得ることができているのがわかる。


    5 おわりに

    本稿では、コグニティブ無線のためのスペクトルセンシングにおいて、効率的かつ効果的に高精度な検出結果を得ることができる方法を示している。OFDM 信号を対象信号として仮定し、CP 長が不明な場合においても、極めて低い信号対雑音比の場合まで、良好な検出結果を与える方法であることが、実験結果を介して示されている。受信側で複数の並列処理を用いるが、基本演算はくし形フィルタリングと自己相関関数計算のみであり、複雑な計算は要しない。しかしながら、従来法に比べ、信号対雑音比で6dB から10dB の改善を得ることができている。送信信号の情報を利用せず、必要な通信信号の検出ができる本法は、ブラインドな方法であり、今後の発展がさらに見込めると期待できる。



  
    ビットコインにおける匿名化サービスの調査

    吉浦 紀晃

    1. はじめに

    メディア等ではビットコインは匿名性の高い通貨として紹介される事が多いが、実際にはビットコインそれ自体だけでは匿名性があるとは言い切れない。ビットコインではコインとその所有者との関係を直接知ることはできないが、調べる手段はある。また、店頭での支払のようにコインと所有者の関係が繋がってしまう場合ではむしろ多くの情報を与えてしまう通貨である。現金やクレジットカードで取引した場合、支払い相手は、支払った人がその前に、何を買ったかなどを知ることは無い、しかし、ビットコインでは、支払い元のビットコインアドレス(以後、アドレス)をたどることで、どこからコインを買い、どこにコインを支払ったかが推測できてしまう。これは、ビットコインが利用しているブロックチェーンを調べることで可能となる。ブロックチェーンは、公開されることでビットコインの取引の正当性を保証しているが、その一方で、ビットコインの流れが誰にでもたどることができる。

    ビットコインの匿名性を高める手段(匿名化サービス)は既にあり、実際に利用されている。一方で、匿名性を高めることは、犯罪での利用に繋がる。特に、資金洗浄に利用されることが多い。ビットコインでは、匿名性と高めることと犯罪での利用がトレードオフの関係にあり、匿名性を必要に応じて無効にすることが必要となる。よって、匿名化サービスの仕組みを調べることは重要となる。

    そこで、匿名化サービスの中で、CoinJoin を取り上げ、調査した結果について簡単に報告する。なお、この報告は、埼玉大学工学部情報システム工学科2017 年度の臼井康人君の卒業論文「CoinJoin の匿名化の調査」の内容を要約したものである。

    2. ビットコインミキサ

    CoinJoin はビットコインミキサの仕組みを利用するため、最初に、匿名化サービスであるコインミキサの説明を行う。ビットコインミキサではサービス提供者のアドレスにビットコインを一旦送金する。詳細は様々であるが、送金したコインはサービス提供者のアドレスに送金された他のユーザのコインと結合される。つまり、1 人の所有となる。このコインは各ユーザが指定した別のアドレスに再配布される。ブロックチェーン上には、サービス提供者に各ユーザのアドレスから送金した履歴が残り、サービス提供者から新たな各ユーザのアドレスに送金された履歴も残るが、サービス提供者のアドレスからは他の多数のユーザのアドレスへも送金されている。そのため、サービス提供者へコインを送ったどのアドレスが再配布されたどのアドレスに関連しているかを推定することは難しい。つまり新たな各ユーザのアドレスにビットコインミキサを通して送金することで過去のアドレスとのつながりをブロックチェーン上からわかりにくくすることができる。

    ビットコインミキサは実際にマネーロンダリングや闇取引に利用されていたが、ビットコインミキサの大手であるbitmixer が2017 年の7 月をもって閉鎖した。また、ビットコインミキサは、一旦、サービス提供者にコインを送金することからサービス提供者がコインを窃盗するという、犯罪もあった。

    ビットコインミキサの一部ではその匿名化に脆弱性があり、トランザクションを解析することでその匿名性を破ることができた。あるサービスではトランザクションに記録されているタイムスタンプから入金のタイミングと出金のタイミングの関係性を特定し、サービス提供者へ送金したアドレスとサービス提供者から再配布されたアドレスを見抜くことができた。

    3. CoinJoin

    CoinJoin はビットコインミキサの次に提唱されたP2P ミキサと言われているミキシング技術の1 つである。ビットコインミキサとの大きな違いはトランザクションの段階でミキシングを行なう事である。また、サービス提供者のような中央管理者がいなくても実行可能であることも特徴の一つである。

    ビットコインの1 つのトランザクションには複数の入力と出力を指定できる。そのため、本来、トランザクションは1 人の取引によって生成されるが、1 つのトランザクションに複数人の入力と出力をまとめることで、複数人のトランザクションを1 つにまとめた1つのトランザクションを生成することができる。このように複数人の取引で構成されたトランザクションで行うミキシングをCoinJoin と呼ぶ。

    具体的には次のような手順で行われる。

    1. 参加者は決められたコインの値を持つ出力を作ることに合意する。

    2. 参加者は決められたコインの値を持つ出力と、必要があれば、釣りの出力を持つように通常通りトランザクションを作る。

    3. 以上を、1 つのトランザクションにまとめることで複数人の取引をまとめたトランザクションを作る。

    こうして形成されたトランザクションは、ブロックチェーン上のトランザクションには入力と出力のアドレスが残るが、少なくとも決められた値を持つ出力アドレスは、入力アドレスのどのアドレスから出力されたかを見抜くことができない。なお、おつりの出力は入力の値から一定の出力値を引くことで推測できる場合がある。

    このトランザクションの構成は1 人のユーザが複数の入力から複数のアドレスへ出力するトランザクションと変わらないので、出力の値など除けば見た目上では他のトランザクションと区別をすることは出来ない。また、CoinJoin を行う前に入力されるコインの量を調整することで、決められた値を持たないが入出力の値からトランザクション前後のアドレスの関係性を特定できないCoinJoin トランザクションを作ることが可能である。

    CoinJoin では混ぜた人数と匿名性が直結している。よって、匿名性を高めるのにはより多くのユーザとミキシングを行う必要がある。しかし、1 回のCoinJoin トランザクションで人数を集めることは難しい。ビットコインミキサでは、サービス提供者のアドレスに十分な人数のコインが集まるまで待つことができたが、CoinJoin ではトランザクションを生成するタイミングで人数が揃っているという制限がある。また、CoinJoin を少人数で行う場合、スパイが参加者に含まれると十分な匿名性を確保することができない。そのためCoinJoin によって匿名性を確保する場合は、1 回ではなく複数回のCoinJoin の実行が必要であると考えられる。CoinJoin を複数回行う場合、安定した人数を集める為に、マッチングサーバやコミュニティが必要である。

    4. JoinMarket

    JoinMarket はCoinJoin を行うコミュニティのひとつである。安定してCoinJoin を行うための人数を確保するために参加者に報酬を与えるシステムを導入している。

    JoinMarket ではユーザは2 つに分類される。CoinJoin による匿名化を提供することでCoinJoin を安定して行うためのメーカ、CoinJoin によって匿名化を享受するテイカに分かれる。メーカは、図1 のような取引可能な最小量、最大量、取引の際の報酬などをまとめたオーダ表と呼ばれるものを発行する。テイカはオーダ表からメーカを選択して、マッチングされたユーザとCoinJoin トランザクションを作成する。

    

    

    図1

    

    JoinMarket が生成するCoinJoin トランザクションでは、テイカは一定の値を設定しその値を持つ出力1つと、あればお釣り用の出力を1 つ作る。 メーカはテイカが設定した出力の値と同じ値を持つ出力を1つと、テイカが設定した出力の値と入力の値が同じ値でない限り、必ず1 つのお釣り用の出力を作る。図2 のように、トランザクションの前後で全てのアドレスは必ず更新される。

    

    

    図2

    

    5. 調査

    ブロックチェーンを分析し、JoinMarket においてCoinJoin を行なっているトランザクションを調査する。具体的な調査方法は、次のとおりである。

    

    1. CoinJoin のフォーマットに合っているトランザクションを抽出する。

    2. トランザクション前後関係やアドレス情報からその精度を上げる。

    3. 抽出されたトランザクションの中からJoinMarketで作られたCoinJoin トランザクションを選別しその妥当性を検証する。

    

    まず、一度抽出を行う。具体的には、出力の値がJoinMarket で生成されるCoinJoin トランザクションのフォーマットに則っているトランザクションを取りだす。コインを混ぜる以上、最低でもユーザは2人である。よって、最低、入力の数が2 つ、同様に最低の出力が2つである。前述したように、JoinMarket のCoinJoin トランザクションはユーザの数だけ同じ値の出力をもつ。ユーザがおつり用の出力を各1 つ持つとしても最低でも出力の半分が同じ値の出力を持つことになる。以上のことから抽出条件を

    

    	 入力と出力の数が2 以上である。


    	 出力の半分以上が同じ値を持つ。


    

    とする

    この条件でトランザクションを抽出した結果、トランザクション数は200 万件を超えた。

    この条件では多くの関係の無いトランザクションが含まれてしまった。この数のトランザ
クションを調べるのは難しいので、さらに、条件を加えて絞り込む。

    2 回目の抽出では、CoinJoin では複数回CoinJoin を行わなくては安定した匿名性を確
保できないことを利用する。これを利用すると、CoinJoin トランザクションの出力が、次
のCoinJoin トランザクションの入力になっている可能性が高いと考えられる。最初に抽出
されたトランザクションの中で、入力で参照しているトランザクションの1/2 が、最初に抽
出されたトランザクションであるトランザクションを抽出する。1/2 とした理由はテイカの
入力はCoinJoin を行なっていない可能性があり、メーカ1 人と混ぜる最低人数のトランザ
クションでの入力は、おおよそ1/2 となると考えられるからである。しかし、入力の数は制
限されていないためテイカが非常に多くの入力を持つ可能性もあり全てのトランザクショ
ンを検出できない可能性もある。

    2 回目の抽出の結果、トランザクションは20 万件程度となった。トランザクション全体
の0.2%程度にまで絞り込めたがトランザクションの出力であるアドレスを調べたところ、

    	 トランザクションの前後でアドレスが変更されていないトランザクション


    	 カジノや取引所など、所有者が知られているアドレスが入出力に含まれているトラ
ンザクション


    など、明らかにCoinJoin ではないトランザクションが含まれていた。

    抽出されたトランザクションを取り出しブロックチェーン情報を検索できるサイトを用
いて、さらに選別を行う。選別する方法はトランザクションにユーザが知られているアド
レスが用いられているかを調べる。具体的には、使われているアドレスがユーザとして周
知されているトランザクションや、アドレスが再利用されているトランザクションを除く。
残ったトランザクションの情報からJoinMarket で生成されたトランザクションかを判別
する。

    調査の結果、CoinJoin を行なっているか判断できないトランザクションはまだ含まれて
いるが、CoinJoin によって生成されたと推測されるトランザクションが取り出せた。

    1 回目に抽出されたトランザクションは全体の1 %程度であり特殊なトランザクション
でなければこのように条件に合うようなトランザクションが連続することは考えにくい。

    そのため、匿名性を確保するため複数回CoinJoin を行なっているトランザクションである
可能性が高い。このトランザクションを起点に前後に繋がっているトランザクションをた
どり、1 回目の条件に合うトランザクションをリストアップし、その中にJoinMarket によ
って生成されたCoinJoin トランザクションがあればリストアップされたトランザクション
がJoinMarket によって生成されたCoinJoin トランザクションであると考えられる。

    選別によりトランザクションの集合が、JoinMarket によって生成されたトランザクシ
ョンかを検証するために、実際にJoinMarket によって生成されたわかっているサンプルの
トランザクションがリスト内にあるかを調べる。この結果、リストアップしたトランザク
ションの集合の中にサンプルのトランザクションがあった。よって、リストアップされた
トランザクションの集合はJoinMarket によって生成されたトランザクションの少なくと
も一部であるといえるだろう。

    6. 考察

    今回抽出した結果からJoinMarketで生成されたCoinJoin のトランザクションは連続し
て何度もCoinJoin を行う一連のツリー状になっていることがわかった。CoinJoin を行な
っているコミュニティを利用できれば、そのコミュニティでスパイとして取り引きを行い、
そのコミュニティ内で行われているCoinJoin の取り引きを芋づる式に取り出すことが可能
だと考えられる。

    今回の調査では、CoinJoin トランザクションとして出力の値が半分以上同じであるとい
う条件で抽出したが、前述したとおり同じ値である必要はない。しかし、入力と出力の値
に一定の制限があるため、ブロックチェーンから絞り込むことは可能であると考えられる。
また、今回抽出したトランザクションは出力先がそのままCoinJoin のトランザクショ
ンとなっていたため、簡単にリストアップする事ができた。しかし、別のアドレスに送金
するトランザクションを挟むことで今回のように簡単にリストアップすることは難しくな
る。CoinJoin によって匿名化する場合、一度に大量の入出金するトランザクションを作る
か複数回CoinJoin を行わなくては充分な匿名性は確保出来ない。よって、怪しいトランザクションの出力アドレスを追跡し、再び怪しいトランザクションの入力として使われるか
を検査すれば抽出することができると考えられる。また、JoinMarket のように一定の人間
がメーカの役割を持って人数を確保しているコミュニティであればそのアドレスは必要以
上のCoinJoin トランザクションを生成するためその精度も上がると考えられる。
トランザクションには多くの情報が含まれているのでブロックチェーンを解析すること
でCoinJoin トランザクションが抽出できたことは、CoinJoin を犯罪目的で利用する場合、
犯罪者にとってはリスクになると考えられる。

    7. おわりに

    今回の実験結果からCoinJoin が持つトランザクションの情報を用いてブロックチェー
ン上からJoinMarket によって作られたCoinJoin によるトランザクションを抽出すること
が可能であった。さらに、そのトランザクションの前後関係を追跡することで、類似の方
法で作られたCoinJoin トランザクションを抽出することも可能であることが分かった。ま
た、今回検出したCoinJoin トランザクションはかなり限定されたものである。出力の値の
制限やトランザクションの連続性を隠しているCoinJoin トランザクションを抽出すること
が今後必要になる。


  
    ヒューズの性能向上のためのシミュレーション

ソフトウェアの適用 ～その1～

    山納 康

    1. まえがき

    回路には、短絡事故などの過電流通電による機器の故障を防止するために保護素子が取り付けられる。保護素子の一種であるヒューズは、ヒューズ自身の可溶体と呼ばれる箇所が溶断して電流を遮断するものであり、古くから利用されている。近年においては、比較的高電圧で大容量の直流電力系統がデータセンターや大規模太陽光発電所、電気自動車内部の回路など多く利用されるようになっており、ヒューズも直流タイプのものが用いられている。直流は交流と異なり、電流零点が存在しないため、電流遮断が困難と言われている。直流ヒューズが事故電流を遮断する場合は、電路であり且つ可溶体でもあるヒューズエレメントが溶断して、アーク放電を発弧させ、電源電圧以上の電圧を発生させることで、電流を限流し遮断する。従って、電流遮断時のアーク電圧の大きさは重要であり、電源電圧より低いと十分に限流ができず、遮断性能が悪化し、最悪の場合遮断失敗となることがある。

    アーク電圧を高めるには、ヒューズエレメントに複数の狭小部を直列に持たせて、事故電流が流れた時にこれら狭小部を一斉に溶断・発弧させる。これにより複数のアーク放電が直列に発生することで、アーク放電の極降下電圧が現れる箇所が増え、ヒューズ全体のアーク電圧を高くすることができる。しかし、比較的立ち上がりが遅くピーク値が低い電流の遮断においては、複数設けた狭小部の全てが溶断せずにアーク電圧が低くなることある。これは、ヒューズの可溶体であるヒューズエレメント内の伝熱や周囲への放熱のために、温度分布に偏りが生じて、直列にある狭小部が同時発弧しないためと考えられている。この温度分布の偏りをなくすには、ヒューズエレメントに過電流が流れたとき、全ての狭小部の温度が均一になるように発熱と伝熱を考慮したエレメントの設計が必要となる。

    本論文では、ヒューズ内部の温度分布の様子を把握するためにシミュレーションソフトの適用を試みた。これにより遮断時直前のヒューズエレメントの温度分布を知ることができ、狭小部の抵抗値を適切にすることで電流遮断直前のヒューズエレメントの温度分布を制御できる。そして、溶断・発弧のタイミングを合わせることが可能となり、比較的立ち上がりが遅くピーク値が低い電流に対する遮断性能を向上できると考えられる。今回はヒューズエレメントの一部の狭小部の長さや形状を変えることで、発熱や伝熱を定量的に制御し、狭小部全体の温度分布を均一にしたヒューズエレメントを設計した。さらに、設計したヒューズエレメントを試作し、遮断試験を実施して本手法の有効性を確認した。


    2. 実験試料・装置・方法

    2.1 伝熱シミュレーションによる解析方法

    熱分布を制御するヒューズの設計において、電流―伝熱の連成計算は非常に有用な手段である。そこで、本研究ではシミュレーションソフトCOMSOL Multiphysics® (以下、COMSOL と称する)による電熱シミュレーションを利用した。COMSOL は、有限要素法による電流―伝熱の連成計算ができ、ヒューズエレメントの温度分布を調べることができる。シミュレーションでは、以下のように設定して行い、その結果に基づいてヒューズの設計を行った。

    シミュレーションは、実際の寸法に合わせて作製したヒューズエレメント(図1 参照)及びヒューズボックス(図2 参照)のモデルを作製し、それに電流を流した際の発熱及び伝熱を計算するという方式で行った。

    これらのシミュレーションモデルを構成する材料については、ヒューズエレメントは銅製であり、ヒューズボックスはアクリル製の容器と銅端子、消弧砂(SiO2)、アーク観察用のガラス板からなる。これらの材料の物性値はシミュレーションにおいても忠実に設定した。

    しかし、ヒューズボックスによる遮断試験において、アーク観察用のガラス板の有無は遮断特性にあまり影響しないことが著者らの研究で示されており1)、シミュレーションの簡単化のために省略している。物性値は消弧砂以外はシミュレーションソフトに設定されているものをそのまま使用している。消弧砂の物性値はAdrian Plesca 氏による速断ヒューズの3D 熱解2)で用いられた物性値をもとに決定した。砂はSiO2 と空気の多孔質媒体で模擬し、SiO2 の体積分率を0.9 とした。表1 に使用した材料の計算上用いた物性値を示す。


    表1 シミュレーションに用いた物性値

    
     
     	物質	熱伝導率
[W/(m・K)]	比熱容量
[J/kg・K]	密度
[kg/m3]	参照抵抗率
[Ω･m]	抵抗温度計
数
[1/K]
     

     
     	PMMA（ヒューズボックス器）	0.19	1420	1190	―	―
     

     
     	純銅（エレメント，端子部）	400	385	8960	1.72 ×10-8	0.0039
     

     
     	SiO2（消弧砂）	0.2	460	1100	―	―
     

     


    

    

    図1 ヒューズエレメントモデル例

    



    

    

    図2 ヒューズボックスモデル例

    


    

    

    図3 温度分布グラフ例

    


    

    

    図4 Ⅰ型エレメントの形状

    

    計算結果の表示方法については、エレメントの温度が銅の融点(1085 ℃)に達した時点の温度分布を、図3 のような温度分布で評価し、これに基づいて設計を行った。温度分布は縦軸が温度で、横軸は狭小部の中心を通る線分上の場所を表している。また、温度グラフにおいて温度が高く上がっている「山」の部分が狭小部の最高温度である。


    2.2 実験試料

    本研究では、計算による狭小部の温度分布が均一になるよう設計したエレメントと比較対
象として従来通りに全ての狭小部の形状や寸法が等しいエレメントを設計した。本論文中
では、従来通りのものをCS タイプ、狭小部の温度分布を均一にしたものをOPT タイプと
称する。ヒューズエレメントの主な仕様としては、狭小部の直列数は24 個(24S と記す)と
し、並列数は4 個(4P と記す)で、エレメントの厚さは100 m 、エレメントの抵抗値は2.4
±0.05 mΩとした。

    エレメントの形状を図4 に示す。温度分布の調整は狭小部の長さを変えることで抵抗値
を変化させ、発熱と伝熱を繰り返し計算して調整をした。温度分布を調整する方法として
は最端の狭小部の形状を変えることで発熱・伝熱を調節している。COMSOL によるシミュ
レーションによって、それぞれのエレメントに特定の電流を流した時の、狭小部の温度が
融点(1085 ℃)に達した時点での温度分布を図5 に示す。

    以上の温度分布より、従来の形状(CS タイプ)では端側の狭小部の温度が中央付近の狭小
部と比べて大きく下がっているのがわかる。これは、図4 のヒューズエレメントの構造か
ら分かるように、エレメントの両端部に広い端子接続部が存在しており、ヒューズエレメ
ントの狭小部の端付近で発生する熱が端子接続部に伝わるためである。そこで、OPT タイ
プではヒューズエレメントの端の狭小部の長さや形状を変えることで、発熱量を増やし、
さらに伝熱させにくくすることで、端の温度の低下を防ぎ、温度分布を均一に近づけてい
る。


    

    

    図5 ヒューズエレメントの温度分布

    


    2.2 実験試料

    図6 に示すようなアクリル製の透明なヒューズボックス内にヒューズエレメントを設置
し、内部を消弧砂で充填した。また、ヒューズボックス底面にはガラス板が敷かれており、
下からエレメントを撮影することができ、アーク発生時の発光の様子も確認することがで
きる。実際のヒューズに近い状態に保つために油圧ポンプによりヒューズボックスの蓋を
3.0 MPa で加圧する。遮断試験は図7 に示す遮断試験回路を用いて行った。合成コンデン
サC0(合成容量0.44 F)を300 V に充電し、投入器を動作させて試験ヒューズに電流を通電
する。試験時の電流は、固有電流が1,045 A で通電から電流のピークまでの時間が5 ms の
電流が流れるように設定した。試験時はヒューズ間の電圧と電流をオシロスコープで測定
した。電圧電流波形データからパソコンでヒューズの遮断の諸特性の解析を行った。

    遮断試験時のアーク観察の条件を表2 に示す。フレームレートは73000 fps で、13.7 μs
ごとに撮影している。シャッタースピードは1.52 μs である。ND フィルタとレンズの絞り
によりアークによる発光を減光している。解像度は128×32 である。


    

    

    図6 ヒューズボックスの断面図

    


    

    

    図7 遮断試験回路図

    


    表1 シミュレーションに用いた物性値

    
     
     	Flame rate [fps]	Shutter speed [s]	F 値	ND フィルタ
     

     
     	73000	1/657000	4	ND4 × 1
     

     


    3. 試験結果および検討・考察

    3.1 遮断性能の比較

    遮断性能の比較は、遮断時の電流電圧波形および波形から得られた諸特性値で行った。

    波形の例として、電流電圧波形を図8 に示す。図中の発弧開始時は、アーク電圧の立ち上
がりから決定した。また、遮断波形から得られた諸特性の比較を表3 にまとめる。

    動作過電圧は発生したアーク電圧の最大値、dV/dt はアーク電圧の立ち上がりの速さであ
り、値が大きい方が限流作用によく働く。アークI2t 値はアークの発生から遮断完了までの
間にヒューズを通過したエネルギーを表し、少ないほど遮断性能が良いことを示す指標と
なる。基本的にはアークI2t 値での比較が望ましいが、データの取得において、急変する電
流の値を正確に捉えられない場合があるため、3 つの値で総合的に判断を行う。

    表3 の遮断特性の比較によりCSタイプよりもOPTタイプの方が遮断性能が高くなった。
これは、シミュレーションによるヒューズエレメントの設計通り、温度分布を制御するこ
とで従来の形状では溶断しにくかった端が溶断し、その分アーク電圧が高く発生したこと
によると考えられる。今回のエレメントではないが、同じようにCOMSOL により温度分
布を制御したエレメントに対して遮断試験を実施したときのアーク画像を図9 に示す。比
較すると、同じ時間においてOPT タイプの方がアークが大きく、より多くの狭小部が溶断
し、発弧していることがわかる。

    一方、別のヒューズエレメントではあるが電流立ち上がりが極端に早い条件においてCS
タイプよりもOPT タイプの遮断性能が劣る結果となった。OPT タイプは端でしかアークが
発弧しておらず、このため遮断性能が低くなった。これは、エレメントの温度分布を均一
に計算した電流条件と比べて立ち上がり速度やピーク値が異なり、di/dt でみると計算条件
の20 倍以上の速さで電流が流れたため、溶断時間が短くなった結果、考慮していた端への
熱伝導が起こらず、比較的抵抗値が高い端の狭小部の温度が大きく上昇したためと考えら
れる。

    以上の結果から、ヒューズエレメントの温度分布を制御することで遮断性能が向上でき
たことから、ヒューズエレメントの伝熱計算による設計は遮断性能の向上に効果を発揮で
きることを明らかにした。さらに別の実験では、計算条件以外の広い範囲の電流条件に対
しても遮断性能を向上できている。しかし一方では、極端に電流の立ち上がりが早い条件
では特性がCS タイプより劣ることもあり、全ての電流条件で向上させることは難しいと考
えられる。


    

    

    図8 Ⅰ型エレメントの遮断波形比較(条件2)

    

   表3 遮断特性の比較

    
     
     	タイプ	動作過電圧 [V]	 dV/dt [V/ s] 	アークI2t 値 [A2s]
     

     
     	CS	885	10.5	118
     

     
     	OPT	1095	11.2	90
     

     


    

    

    図9 Ⅱ型のアーク画像(条件2)

    

    4. まとめ・今後の展望

    本論文では、電流遮断時のヒューズエレメントの温度分布を、電流と伝熱の連成計算を
用いて、ヒューズエレメント狭小部の温度を定量的に制御することで、遮断性能を従来の
ものより向上させることを試みた。得られた結果を以下にまとめる。

    (1) ヒューズエレメントの端子側への伝熱が強く温度が下がりやすいエレメント端側の狭
小部の発熱量を増やし、伝熱をさせにくくすることで、通常では溶断しにくい狭小部
が溶断・発弧するようになり、遮断性能を向上させることに成功した。

    (2) 温度分布の制御による遮断性能の向上は、計算条件以外の広い範囲の電流においても
遮断性能を向上できたが、極端に異なる電流条件において遮断性能が悪くなる場合も
存在した。

    今回の結果から、狭小部の形状のみを変えて制御しても、全ての電流条件で従来以上の
遮断性能を発揮するエレメントを作製することは難しいが、狭小部以外の放熱部と呼ばれ
る部分の幅や長さや厚みを変えて、さらに多角的な点で伝熱を操作することで、より広い
電流条件に対応できるヒューズエレメントを作製することが可能であると期待できる。ま
た、今回の試験結果と電熱計算結果の相関性は十分にみられ、エッチドヒューズのような
微細な構造のエレメントの設計における電熱計算の利用は十分に有用であると言える。

    参考文献
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    3D-Modeling for the Developments of Polyhedra 1

    Takashi Horiyama

    A development of a polyhedron is a simple polygon obtained by cutting edges or faces
of the polyhedron and unfolding it into a plane. While we can realize a development by
a paper (i.e., we can draw it on a paper), we may have troubles when we fold it into a
polyhedron. Since it has no thickness, the folded polyhedron is fragile. More precisely, the
hinge is flexible enough to be bend with at most 180 degrees, and thus we cannot fix the
dihedral angles between adjacent faces.

    To avoid such trouble, we use the technique of rigid-foldable thick origami [1]. By
this technique, as shown in Figure 1, zero-thickness ideal facets (denoted by red lines) are
realized by thick panels: First offset the ideal facets by constant distance in two directions,
and then trim facets by the bisecting planes of dihedral angles between adjacent facets.
Figure 1(a) and (b), respectively, illustrate the flat and folded states.

    

    

    Figure 1: Thick panel origami [1].

    

    If we trim the facets in the same side, all facets are folded in that side. If two polyhedra
have a common development of the same shape (see e.g., [2], [3]), we can realize it so that
it can be folded into the two polyhedra: We prepare hinges on the place where at least
one polyhedron has a folding line. One side of the hinges is trimmed if they correspond to
a polyhedron, and the other side is trimmed if they correspond to another polyhedron.
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    [3] T. Biedl, T. Chan, E. Demaine, M. Demaine, A. Lubiw, J. I. Munro, and J. Shallit,
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    1 This article is a technical report without peer review.




    

  
    小型コンピュータと移動ロボットを活用したネットワーク監視手法

    小川 康一、吉浦 紀晃

    1. はじめに

    大学のネットワークは、企業に比べて自由に利用できる環境にある。そのため、利用者
はネットワーク機器を用意し、自身の判断でネットワークに接続している。このような環
境では、利用者の不注意によりネットワーク障害を頻発させていることが多い。利用者が
使用するネットワーク機器は管理機能が乏しく、SNMP(Simple Network Management
Protocol)などの監視プロトコルが利用できないため、Nagios やCacti といった通常のネッ
トワーク監視システムは利用できない。また、利用者はIT に必ずしも詳しくないため、ネ
ットワーク管理者が障害の発生した部屋に出向き、障害の解決を余儀なくされている。こ
の課題に対し、ネットワーク管理者が障害対応時に行う「目視」による切り分け作業に着
目した。Web カメラと小型コンピュータのRaspberry Pi を用い、画像処理によりLED イ
ンジケータ(以下、LED)を認識する監視装置を開発している1)。しかし、この方法では、監
視装置ごとに3G/LTE の移動体通信回線(以下、移動体通信回線)が必要で、監視対象が多い
場合はコストが高くなる。そこで、本研究では、移動ロボットを利用した監視情報を収集
する手法を着想するに至った。

    2. 本研究の目的

    我々は、先行研究1)で、Web カメラとRaspberry Pi により監視装置を開発している。監
視装置のWeb カメラにより監視対象のネットワーク機器のLED の点滅状態を取得する。

    このことにより定常的な監視を実現している。本手法はネットワーク管理者が障害解決時
に行う「目視」にヒントを得たものである。

    本手法には、静止画と動画を用いた場合があるが、簡単のため静止画の方法を説明する。

    静止画の方法では、機器のLED の状態を画像で比較する。カメラでLED の情報を収集す
る。これを画像処理により切り出し、2 値化処理を行う。そのため現状では、色の状態変化
には対応できない。白くまとまった範囲をブロブという単位で識別する。正しい状態と異
常時の状態でブロブの状態が異なるので、この情報を利用してネットワーク機器の状態変
化を認識する。メディアコンバータの例を図1 に示す。

    

    

    図1. LED の点灯位置による状態認識の例

    

    この場合、LED の状態を撮影するカメラはそのままネットワーク機器に取り付けるとズ
レが生じて正しく認識ができない。このため、ネットワーク機器に取り付け可能なアタッ
チメントを開発している(図2)。


    

    

    図2. 監視装置のアタッチメントの装着例

    

    本提案手法をもとに実装したシステムは、埼玉大学で利用しているメディアコンバータ
を監視対象として実験を行い、移動体通信回線を利用して情報収集できることを確認した。

    監視装置は小型化のためRaspberry Pi を採用している(図3)。


    

    

    図3. メディアコンバータ監視システムの設置例

    

    ネットワーク障害時には監視対象のネットワーク機器が管理するネットワークは利用で
きない。そのため、本手法では、移動体通信回線を利用している。しかし、多数の監視装
置が必要となる場合には移動体通信回線をその分用意するため、莫大なコストがかかる。

    また、セキュリティを考慮した場合、内部ネットワークに閉じた監視システムを構成でき
ないという問題点があった。

    3. 提案手法

    本研究では、先行研究における問題点の解決策のひとつとして、移動ロボットによる監視情報
の収集を提案する。今回、家庭用のお掃除ロボットであるルンバをベースとした移動ロボット(図4)を開発した。この移動ロボットは、著者が携わったクラウドロボットサービスの
先行研究2)において開発したものをベースに発展させ、独自の改良を加えたものである。

    

    

    図4. 情報収集を行う移動ロボット

    

    提案手法の概略を図5 に示す。あらかじめ、移動ロボットと監視装置間で無線LAN によ
るアドホックネットワークを形成する。情報収集は、監視装置が設置されている部屋の近
傍の廊下を移動ロボットが走行することにより実現する。

    

    

    図5. 移動ロボットによる情報収集の概要

    

    ここで、移動ロボットを利用した監視システムの全体像について図6 に示す。

    

    

    図6. 移動ロボットを用いた監視システムの概要

    

    本システムは、監視装置、移動ロボット、監視情報集約サーバ(以下、サーバ)、管理者端
末(監視データ表示、ロボット制御の2 台)で構成する。監視対象のネットワーク装置ごとに
監視装置を設置する。監視装置は無線インターフェースを持ち、移動ロボットとアドホッ
ク接続を可能とする。移動ロボットは移動体通信回線で通信を可能とする。移動ロボット
の移動制御プログラムは管理者端末のうちロボット制御を担当する端末で稼働する。

    本システムは、監視装置設置箇所の近傍を通信機能のある移動ロボットが巡回する。監
視装置が取得したデータは、移動ロボットが近傍に訪れる際にデータを移動ロボット経由
でサーバに転送する。サーバに監視装置からのデータを集める。ネットワーク管理者は、
サーバから最新の監視状況を管理者端末のブラウザで受信するとともに、必要に応じてサ
ーバに蓄積された監視情報を閲覧できる。

    移動ロボットを遠隔操作させる際、ネットワーク管理者が操作管理画面で移動ロボット
に装着したWeb カメラの映像を頼りに操作する。監視装置から取得した情報はサーバから
WebSocket を利用して管理者画面にリアルタイムに表示できるようにしている(図7)。


    

    

    図7. 管理者の画面表示

    

    収集した監視情報は、サーバのデータベースに蓄積する。これにより、時系列でデータ
を確認できるため、利用者の利用実態から障害が発生するタイミングを予測するなど原因追跡が可能となる。


    4.発展

    本研究では、前章の監視システムを基本とし、その発展として以下2 つの追加機能の実
装と、埼玉大学構内で実験を行った。

    (1)SLAM を利用した自動走行による監視情報の収集4)

    前述の監視システムでは、管理者の遠隔操作を行う前提である。遠隔操作を実施するた
めには、監視装置周辺情報の知識や移動ロボットの操作経験が必要となるなど、管理者へ
の負担が大きい。そこで、移動ロボットにレーザ測距センサー(図8 左)を搭載し、環境地図
(図8 右)をあらかじめ作成することにより自動での情報収集を実現した。環境地図の作成と
移動ロボットの自己位置推定にはSLAM(Simultaneous Localization and Mapping)を利用
した。


    

    

    図8. レーザ測距センサーと環境地図

    

    本手法では、作成した環境地図の座標をとり、手動でポイントを定義し、このポイント
を巡回するウェイポイントと呼ばれる方法を採用している。この手法を採用することによ
り監視情報の自動収集を実現した。

    (2)RSSI 値を利用した移動ロボット制御による通信の最適位置の探索5)

    (1)の方法により監視情報の自動収集を実現できた。しかし、データ量や条件によっては
時間内に通信が完了しないことがあった。予備実験を行ったところ、移動ロボットが監視
装置と通信する場合、必ずしも通信が良好であるとは限らないことがわかった。そこで、
移動ロボットと監視装置間の無線の受信電波強度を示すRSSI(Received Signal Strength
Indicator)に着目し、RSSI が高い箇所を移動ロボットが探索することによって、最適な通
信を確保する手法を提案した。

    探索は全探索が望ましいが、非効率的であるため、ウェイポイントの箇所から移動ロボ
ットを前後左右にそれぞれ約30cm に移動し、各地点でのRSSI 値を計測し、一番高い値の
地点で通信する方法をとった。実験により提案手法の有効性が確認できた。


    5. おわりに

    本研究では、移動ロボットを活用した新しいネットワーク機器監視手法を提案した。ま
た、実験により、移動ロボットによる監視情報の収集が可能であることを明らかにした。
実際、本研究の実用化には、移動ロボットの運用方法についての検討が必要である。現状1
台の移動ロボットでは電源の問題があり、充電している間に監視情報の収集ができない問
題がある。そこで、複数の移動ロボットを交互に走行させることを検討中である。また、
移動ロボットにより監視可能な場所も限定されるため、本手法の情報収集手法はあくまで
も解決方法の一つである。今後、あらゆる可能性を考慮し、他の方法による情報収集手法
についても検討していきたい。
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      	第7回センタースタッフ打合せ

    

    
      	31
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      	6
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      	14
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      	6
      	第20回センタースタッフ打合せ

    

    
      	13
      	第21回センタースタッフ打合せ

    

    
      	25-26
      	第12回情報系センター協議会研究集会/第21回学術情報処理研究集会(岡山大学)

    

    
      	27
      	第22回センタースタッフ打合せ

    

    
      	10
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      	第23回センタースタッフ打合せ

    

    
      	11
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      	18
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      	24
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      	31
      	第38回センタースタッフ打合せ

    

    
      	2
      	7
      	第39回センタースタッフ打合せ

    

    
      	14
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      	21
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      	13-15
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      	14
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      	28
      	第45回センタースタッフ打合せ

    


  

  
平成29年度研究会・研修会等参加報告


システム利用研修

日 程：4 月10 日(月)

会 場：国立情報学研究所

参加者：齋藤広宣

内 容：国立情報学研究所が運用する攻撃データ解析システムの利用研修を受講した。

これにより同システムを利用し国立情報学研究所より検知情報を得られるようになった。


国立大学法人情報系センター協議会

日 程：6 月23 日(金)

会 場：徳島大学

参加者：伊藤和人 吉浦紀晃 小川康一

内 容：総会では、文部科学省から学術情報基盤整備の動向について講演があり、国立情報学研究所から学認クラウド導入支援サービスについて、特に大学がクラウド利用の際に事業者を評価するチェックリストが紹介された。また、各地区報告により他大学の現状や取り組みを確認した。


第38 回インターネットと運用技術研究会(IOT)

日 程：6 月24 日(土)

会 場：徳島大学

参加者：伊藤和人 吉浦紀晃 小川康一

内 容：研究開発を行っているメディアコンバータの監視手法について発表した。多数の質問や意見をいただき、今後の本学で運用するシステムを検討する上で
大変参考になった。また、他の研究者による運用管理に関する研究を聴講し、質問や議論を行うことで理解を深めた。


DICOMO2017

日 程：6 月28 日(水)～6 月30 日(金)

会 場：定山渓万世閣ホテルミリオーネ

参加者：小川康一

内 容：研究開発を行っている移動ロボットを用いたネットワーク機器の監視手法について発表を行った。他の研究者との議論を行い、今後の課題解決に大変参考になった。また、他の研究者による運用管理に関する研究を聴講し、質問や議論を行うことで理解を深めた。


セキュリティ監査担当者研修会

日 程：9 月20 日(水)

会 場：一橋大学一橋講堂

参加者：伊藤和人

内 容：文部科学省関係機関向けの情報セキュリティ監査担当者研修として、監査の仕組み、監査の種類（内部/外部、保証型/助言型）、監査の流れ、監査の原則

（高潔さ、公正な報告、専門家としての正当な注意、機密保持、独立性、証拠に基づくアプローチ）、及び情報セキュリティ監査における注意事項が講義され、その後、模擬監査の実習があった。


第12 回国立大学法人情報系センター研究集会及び第21 回学術情報処理研究集会

日 程：9 月25 日(月)～9 月26 日(火)

会 場：岡山大学創立五十周年記念館

参加者：小川康一

内 容：他大学のセンターによる各種の取り組みが大変参考になった。また、大学の先生方との情報交換により、本学のソフトウェアの管理に関連するなど有益な最新情報を得た。


Microsoft Education Day

日 程：11 月22 日(水)

会 場：品川インターシティ

参加者：齋藤広宣

内 容：マイクロソフトの教育機関向け総合契約(EES)の新プログラム内容やAzureのプロモーションなどに関する講演を聴講した。EES のライセンスを用いてネットブート型のパソコン教室を構築できるかどうかについて、意見交換を行った。


  
    平成29年度講習会等開催報告





    東京大学情報基盤センタースーパーコンピュータシステム説明会

開催日時：平成29 年6 月7 日(水) 10:40 ～ 12:10

場 所：本学 総合研究棟１F シアター教室

講 師：東京大学情報基盤センター スーパーコンピューティング研究部門

伊田 明弘 特任准教授

対 象：本学の教職員および学生

内 容：Oakforest-PACS/Reedbush 説明会

 
	 Oakforest-PACS 概要

	 Reedbush 概要

	 運用

	 システムの現状

	 その他・質疑応答

 

参加人数：32 名

    

Oakforest-PACS およびReedbush についての詳細は東京大学情報基盤センターのホームページでご確認ください。

URL ： http://www.cc.u-tokyo.ac.jp/system/





    情報セキュリティ講習会

開催日時：平成29 年10 月30 日(月) 15：00 ～ 16：00

場 所：総合研究棟1 階 シアター教室

講 師：伊藤忠テクノソリューションズ株式会社


公共・広域事業グループ ビジネスデザイン部 エグゼクティブセールス

中島 淑乃 氏

技術・戦略グループ 情報システム室 情報システム部 部長代理

永田 孝哉 氏



対 象：本学教職員

内 容：「情報セキュリティ研修 － ある企業の実態」

参加人数：38 名

    




    

  


    	情報メディア基盤センター利用案内および報告





    センター利用案内

    情報メディア基盤センターでは、以下のシステムの管理運営を行っています。利用には申請が
必要な場合がありますので、詳細はセンターのWeb サイトを参照してください。

    http://www.itc.saitama-u.ac.jp



１．全学情報基盤システム＝SERN(Saitama university Education and Research Network)

 
1) 全学統一認証アカウント


全学生および教職員に、学内のシステム利用に必要なアカウントの発行を行っていま
す。このアカウントで、センターで提供している学内LAN、Web メールシステム
(Active! Mail)、全学情報教育システムの利用、および学内の各部局で管理運営してい
る様々なシステムへのログインが可能となります。なお、学外者が本学のサービスの
一部を利用できる「一時アカウント」の発行も行っております。



2) 各種ホスティングサービス(Web、データベース、DNS)

3) メーリングリストサービス

4) ハウジングサービス

5) 全学情報教育システム


ネットブート方式および仮想デスクトップ方式の計280 台のWindows 端末と7 台の
課金プリンタを配置し、講義および自習利用に提供しています。



6) アンチウィルスソフトウェア(Sophos Endpoint Security and Control)


全学生および教職員が利用できるウィルス対策ソフトを提供しています。センターの
Web サイトからインストーラーをダウンロードして利用できます。






２．マイクロソフト包括ライセンス契約


埼玉大学では平成28 年度より日本マイクロソフト株式会社と包括ライセンス契約を締結
しており、実際の利用にあたっての窓口をセンターが担当しています。


詳細はp.33 を参照してください。



３．代表メールアドレス(組織メールアドレス)


グループやプロジェクトなど組織単位で使える共通メールアドレスを発行しています。本
サービスは外部委託により運用され、センターがサポートの仲介等を行っています。



４．証明書発行サービス


国立情報学研究所の「UPKI 電子証明書自動発行サービス」を利用して、必要なサーバ証
明書の発行を受けることができます。



５．東京大学スーパーコンピュータの利用


東京大学情報基盤センターが提供している各種スーパーコンピュータについて申請手続き
を行うほか、パーソナルコースを利用する場合の利用料金の一部を負担しています。



６．大判プリンタ


学会のポスター等に利用可能なB0 サイズまで印刷できるプリンタを用意しています。学
生が使用する場合は指導教員の許可が必要です。

詳細はp.34 を参照してください。



    





マイクロソフト包括ライセンス 利用案内

埼玉大学では平成28 年度より日本マイクロソフト株式会社と包括ライセンス契約を締結
しています。Office ソフトやクライアントアクセスライセンス(CAL)等のマイクロソフト製
品の利用が可能なほか、本契約に付随する特典として、マイクロソフトのクラウドサービ
スOffice365 Education を利用することができます。

情報メディア基盤センターでは、ユーザーが本契約によるサービスを享受できるように
ソフトウェアの整備と管理、および窓口での貸出し業務を行い、契約に則した適切なアカ
ウントを発行するとともに、利用要項の整備を行っています。

年度毎に契約を締結し直すため、契約内容は変更される可能性があります。利用の際は
情報メディア基盤センターのホームページにて、利用資格や手順を確認してください。


◆ソフトウェアの貸出


下記のインストールメディアを貸出しています。

利用には申請書の提出(利用要項への同意と署名)が必要です。

              
1) Microsoft Windows OS(アップグレードライセンス版)

                  
http://www.itc.saitama-u.ac.jp/services/MS/windowsSA.html

                  

2) Microsoft Office(ボリュームライセンス版)

                  
http://www.itc.saitama-u.ac.jp/services/MS/officeVL.html

                  

              



◆Office365 アカウントの発行(Office365 Education)


Office365 アカウントを受けることで下記のサービスを利用できます。

               
1) Office365 メール(クラウド電子メールサービス Exchange Online)

                  
http://www.itc.saitama-u.ac.jp/services/mail/CloudMail.htm

                  

2) Microsoft Office365 ProPlus(クラウド版Office)

                  
・Word ・Excel ・PowerPoint ・Access(Windows のみ)

・Outlook ・OneNote ・Publisher(Windows のみ)

http://www.itc.saitama-u.ac.jp/services/MS/CloudOffice.html

                  

3) OneDrive(クラウドストレージ)

               


平成28 年度以降入学の学生は入学と同時に、教職員はメールによる申請に基づいてアカ
ウントが付与されます。なお、平成27 年度以前入学の在学生へは、平成29 年1 月に一斉
にアカウントの付与を行いました。

今後、メールシステムを段階的にOffice365 メールへ移行するとともに、全教職員へのア
カウント付与を検討していますので、センターからのお知らせにご留意ください。





大判プリンタ 利用案内

情報メディア基盤センターにて、カラー印刷のできるプリンタを2 台用意しています。

学会用ポスターの作成等にご活用ください。

【利用資格】 本学の教職員および教職員の許可を得た学生

【利用料金】 1 枚1000 円

【印刷サイズ】 B0 サイズまで

【申請方法】 事前申請は不要です。



センター窓口にお越しいただき、大判プリンタを使用されたい旨をお申出ください。職員が設置場所（センター棟2F）へご案内します。

              
窓口受付期間 ：平日9:00～16:30（12:15～13:15 を除く）

プリンタ利用時間：平日9:00～17:00 ※時間内にご退室ください

              





【プリンタについて】



現在センターでは、下記２台の大判カラープリンタを保有しています。

用紙およびインクは、必ず備付けのものをご利用ください。

お持込みはできません。

              
HP DesignjetT2300ps

HP DesignjetT795

              





大判プリンタの詳細は下記をご参照ください。


http://www.itc.saitama-u.ac.jp/services/printer.html





    

  
Microsoft Windows OS およびMicrosoft Office 利用状況


Microsoft Windows OS(アップグレードライセンス版) 申請数一覧


平成29 年度Microsoft Windows OS(アップグレードライセンス版)の利用申請数をまとめたもので
す。申請数はインストール台数と一致します。




	ソフトウェア名	申請数



	Windows10
	Enterprise Edition
	64bit
	4



	32bit
	0



	Professional Edition
	64bit
	4



	32bit
	3



	Windows8.1
	Enterprise Edition
	64bit
	0



	32bit
	0



	Professional Edition
	64bit
	0



	32bit
	0



	Windows7
	Enterprise Edition
	64bit
	0



	32bit
	0



	Professional Edition
	64bit
	0



	32bit
	2





Microsoft Office(ボリュームライセンス版) 申請数一覧

平成29 年度Microsoft Office(ボリュームライセンス版)の利用申請数をまとめたものです。利用用
途により一申請で複数台へのインストールを認めているため、申請数とインストール台数は一致し
ません。




	ソフトウェア名	申請数



	Office Professional Plus 2016 for Windows 64bit
	50



	Office Professional Plus 2016 for Windows 32bit
	12



	Office Professional Plus 2013 for Windows 64bit
	6



	Office Professional Plus 2013 for Windows 32bit
	4



	Office Professional Plus 2010 for Windows 64bit
	5



	Office Professional Plus 2010 for Windows 32bit
	0



	Office 2016 for MAC
	6



	Office for Mac 2010 sp3
	0





    

  
    平成29年度 東京大学スーパーコンピュータ利用報告一覧



利用期間：平成29 年4 月～10 月


  
  
    
      	所属
      	職名
      	氏名
      	課題
    

    
      	大学院理工学研究科数理電子情報部門情報領域
      	教授
      	重原孝臣
      	行列の種々の標準形に対する数値計算アルゴリズムの開発・改良と並列化手法の検討
    

    
      	
      【研究内容】

      本研究室では、正方行列の対角化・シューア標準形・ジョルダン標準形、非正方行列の
特異値分解、行列束のクロネッカ標準形など、行列ないしは行列束に対する種々の標準形
に関して、標準形の存在に関する構成的証明の構築、それに基づく数値計算アルゴリズム
の設計およびプログラム実装・評価、プログラムの高精度化・高速化、アルゴリズムの並
列化手法の検討およびスーパーコンピュータをはじめとする並列計算機への実装・評価、
実装したプログラムの種々の応用問題への適用などに取り組んでいる。本課題では、この
うち、多分割分割統治法に基づく実対称固有値問題・特異値分解、ジョルダン標準形・基
底、クロネッカ標準形・基底を求める（ないしは解く）ためのアルゴリズムに関する並列
化手法の検討、スーパーコンピュータへの実装・評価を行っている。

      【研究成果または経過】

      今年度は、主として、クロネッカ標準形・基底の応用として、2 つの平面代数曲線の交
点を高精度・高速に求めるためのアルゴリズムの設計・実装・評価・並列化手法の検討に
取り組んだ。2 次および3 次曲線の新たな行列式表示の提案を行い、2 つの代数曲線の一方
が2 次ないしは3 次の場合には、従来のPlestenjak ら (2009) の方法に比べて、高精度・
高速に交点を計算できることを数値実験で示した。

      【研究成果を公表した場合、発表者名、題目、掲載誌名、公表日等】

      ・菊地充彦、重原孝臣：「3 次曲線の新たな行列式表示と2 つの代数曲線の交点計算への応
用」，日本応用数理学会・第14 回研究部会連合発表会，大阪大学工学部(吹田キャンパス)，
(2018.3.15-16)．

      
    

  

    

  
利用期間：平成29 年4 月～10 月


  
  
    
      	所属
      	職名
      	氏名
      	課題
    

    
      	理工学研究科物質基礎
      	教授
      	吉永尚孝
      	質量数130 領域の原子核構造の解明とシッフモーメントの評価
    

    
      	
      【研究内容】

      電気双極子モーメント(EDM)は大きく有限な測定値が得られると，素粒子の標準模型を
超えた物理の明確な証拠となる。重い原子核において電荷と双極子モーメントの密度分布
が異なれば，シッフモーメントと呼ばれる物理量を通じ，原子にEDMを生み出す。現在，
シッフモーメントの理論計算は海外の幾つかのグループにより行われているが，平均場近
似に基づいているため計算の信頼性は低い。また，原子のEDM の探索実験は，幾つかの
原子に対して上限値が得られているに過ぎない。そこで，本研究では平均場を超えた核子
対殻模型により，質量数130 領域の原子核構造の精密計算を行うと共に，シッフモーメン
トの系統的に評価する。

      【研究成果または経過】

      平成28 年度に引き続き、殻模型を用いて質量数130 領域の核構造の解析を行い、物理学会で講演した。

      【研究成果を公表した場合、発表者名、題目、掲載誌名、公表日等】

      吉永尚孝、照屋絵理、東山幸司、梅谷篤史：「中重核での有効電荷の単一粒子軌道による変
化」，日本物理学会第72 回年次年会，大阪大学豊中キャンパス，(2017.3.19)．

      
    

  

    

  
利用期間：平成29 年11 月～平成30 年3 月


  
  
    
      	所属
      	職名
      	氏名
      	課題
    

    
      	理工学研究科 機械工学専攻
      	修士 前期
      	矢野正弘
      	GPGPU/MPI による鳥呼吸器内気流の大規模並列数値流体計算
    

    
      	
      【研究内容】

      鳥呼吸器は複雑構造を有しており、呼吸器内気流を計算するためには、膨大な計算時間
が必要である。そこで、GPGPUMPI 計算を用いて，鳥呼吸器内気流の計算を可能とする
大規模並列計算手法の確立を行う。また，得られた結果に基づいて，鳥呼吸器内での流れ
制御機構を理解する。

      【研究成果または経過】

      GPU とMPI と組み合わせたGPGPU/MPI 計算手法を確立した。MPI 並列数8 の
GPGPU/MPI 計算と、MPI 並列無しのGPGPU 計算を比較すると、計算時間を87%削減
出来たことがわかった。この手法を用い1 周期当たりの計算時間は35 時間であり、現実的
な実行時間にて行うことに成功した。

      気嚢の挙動を力学モデルに落とし込むことで、推定した生理的圧力条件下で呼吸器内気流
解析を行った。計算結果において，吸入空力弁効果により吸入された空気が後気嚢側に誘
導される様子が観察され、より生理学的な計算結果となった。一方，側気管支では，前気
嚢側から後気嚢側に向かう流れがあり，生理学的状態とは異なった。これは、計算量低減
のために粗視化したことで、側気管支の計算格子が小さくなり、流体抵抗が強くなったた
め、空気が流入しづらくなったことによると考えられる。以上から、本研究では、種々の
計算条件を試すことが出来る流体計算基盤技術を確立することができたので、今後は、計
算格子を粗視化しないモデルで空気の流動状態について計算を行う。

      【研究成果を公表した場合、発表者名、題目、掲載誌名、公表日等】

      Masanori Nakamura, Masahiro Yano: Numerical simulations of respiratory
aerodynamics in the lung of Japanese quail, 18th SIAM Conference on Parallel
Processing for Scientific Computing, Tokyo, Japan, (2018.3.7-3.10).

      
    

  

    

  
    平成29年大判プリンタ利用状況


平成29 年1 月～平成29 年12 月の1 年間に、情報メディア基盤センターの大判プリンタ
を利用した延べ人数および印刷枚数を示しています。
学部・学科は利用用途に基づくもので、必ずしも利用者の所属ではありません。
学部や研究科単位で大判プリンタを所有している部署もありますが、所属を問わず全学
的にサービス提供している当センターの大判プリンタは、学会発表やオープンキャンパス
のポスター作成など、毎年一定量の利用があります。




学部・学科別利用状況


  
    
       	学部など	学科など	延べ人数	枚数
    

       
       	工学部
	応用化学科
	46	90
       

        
           	機械工学科
	15	33
        

        
           	機能材料工学科
	3	5

        

        
           	建設工学科
	19	30
        

        
           	情報システム工学科
	30	43
        

        
           	電気電子システム工学科
	50	87
        

        
           	理学部
	数学科
	1	1
        

        
           	物理学科
	4	7
        

        
           	分子生物学科
	3	4
        

        
           	教育学部
	教育
	1	1
        

        
           	連合大学院
	1	1
        

        
           	教養学部
		0	0
        

        
           	経済学部
		0	0
        

        
           	研究機構
	科学分析支援センター
	1	1
        

        
           	研究機構URAオフィス
	3	6
        

        
           	戦略的研究部門グリーン環境
	6	6
        

        
           	総合技術支援センター
	7	15
        

        
           	教育機構
	英語開発教育センター
	2	2
        

        
           	その他
	広報渉外室
	1	1
        

        
           	国際室
	1	1
        

        
           	情報メディア基盤センター
	1	1
        

        
           	合計
	　
	195	305
        




※工学部・理学部には理工学研究科を含みます






月別・部局別　利用状況



  
    
      	月＼部局
      	工学部
      	理学部
      	教育学部
      	経済学部
      	教養学部
      	研究機構
      	研究協力部
      	その他
      	合計
    

    
      	1月
      	6
      	
      	
      	
      	
      	4
      	
      	
      	10
    

    
      	2月
      	7
      	1
      	
      	
      	
      	8
      	
      	
      	16
    

    
      	3月
      	17
      	
      	
      	
      	
      	
      	
      	
      	17
    

    
      	4月
      	36
      	1
      	
      	
      	
      	2
      	1
      	
      	40
    

    
      	5月
      	25
      	
      	1
      	
      	
      	
      	
      	
      	26
    

    
      	6月
      	21
      	3
      	
      	
      	
      	
      	
      	1
      	25
    

    
      	7月
      	7
      	3
      	
      	
      	
      	3
      	
      	
      	13
    

    
      	8月
      	24
      	2
      	
      	
      	
      	6
      	
      	1
      	33
    

    
      	9月
      	26
      	
      	1
      	
      	
      	1
      	
      	
      	28
    

    
      	10月
      	37
      	
      	
      	
      	
      	1
      	
      	
      	38
    

    
      	11月
      	35
      	2
      	
      	
      	
      	
      	1
      	1
      	39
    

    
      	12月
      	15
      	
      	
      	
      	
      	
      	
      	
      	15
    

   
      	合計
      	258
      	12
      	2
      	0
      	0
      	28
      	2
      	3
      	305
    



  


※工学部・理学部には理工学研究科を含みます


    



  
    障害・メンテナンス状況

平成29 年度の障害・メンテナンス状況は以下のとおりです。

  
  
    
      	月日
      	障害/メンテナンス
      	内容
   

   
      	6月1日
      	メンテナンス

      	日時：6/1 18:00 より19:00 まで

対象サービス

・埼玉大学ホームページ

・Web ホスティングサービス


   

  
      	6月11日
      	メンテナンス

      	日時：6/11 深夜1:00 より3:00 まで

対象サービス

・＠mail の電子メールの送受信

・データベースホスティングサービス

・メーリングリストサービス

・DNS ホスティングサービス


   

 
      	6月20日
      	障害

      	障害日時：6/20 21:00 より22:30 まで

障害内容：メール遅延


   

 
      	7 月 4 日
      	障害

      	障害日時：7/4 18:30 より7/5 9:40 まで

障害内容：メール利用不可

影響範囲：

・＠mail の送受信

・メーリングリストへのメール送受信


   

 
      	7 月18 日

～20 日
      	障害

      	障害日時：7/18 より7/20 まで

障害内容：無線AP アクセス不可

影響範囲：第一食堂無線LAN


 
   

 
      	10 月21 日

～23 日
      	法定停電にともなうシステム停止

      	下記における情報システム全停止

・埼玉大学大久保キャンパス

・国際交流会館事務室(学生居室は除く)

・附属学校園

・東京ステーションカレッジ



 
   

 
      	10 月31 日
      	障 害

      	障害日時：10/31 14:40 より

障害内容：一部有線LAN つながりにくい状況

影響範囲：学内ネットワーク



   

 
      	11 月20 日
      	メンテナンス

      	日時：11/20 18:00 より21:00 までの間最大5 分間

対象サービス：機能材料工学科棟ネットワーク


   

 
      	12 月 8 日
      	メンテナンス

      	日時：12/8 12:15 より13:00 まで

対象サービス：ネットワーク

   

 
      	3 月 7 日

～31 日
      	端末増設・拡張工事

      	工学部定員増に伴う情報メディア端末室(3)(4)PC 増設
および拡張工事


   

 
      	3 月16 日
      	メンテナンス

      	日時：3/16 12:30 より13:00 まで

対象サービス：ネットワーク

 
   




  
    一時アカウント発行状況

学会や学外研究者の短期滞在、学外者を対象とした講習会の開催など、学内ネットワー
クや全学情報教育システム端末(学内PC)を学外の方に提供するために発行された一時アカ
ウントの発行数を申請者の所属別に集計したものです。ネットワーク利用の際は1 アカウ
ントで複数名の利用が可能ですが、教育システム端末は端末1 台につき1 アカウント必要
となるため、発行アカウント数は申請件数や利用者数とは一致しません。

平成29 年度は「埼玉大学STEM 教育研究センター」主催によるワークショップが毎週
末開催されたため、実務担当者の所属である教育学部の利用が多くありました。



平成29 年度部局別申請状況

 
  
    
  	部局名	利用用途	発行アカウント数
    

    
  	教育学部	ネットワーク利用	21
    

   
	教育用端末利用	780
    

   
  	人文社会科学研究科(経済系)	ネットワーク利用	4
    

   
	教育用端末利用	4
   

   
  	理工学研究科	ネットワーク利用	104
    

   
	教育用端末利用	34
   

   
  	学務部(教員免許更新講習担当)	ネットワーク利用	2
    

   
	教育用端末利用	150
   

   
  	その他	ネットワーク利用	2
    

   
	教育用端末利用	2
   







       

    

  
    全学統一認証アカウント パスワード再発行状況

平成29 年度に情報メディア基盤センターの窓口にて、全学統一認証アカウント再発行の
申請を受け、発行した件数を記録しています。


       


    
       


    

  
    平成29年度全学情報教育システムソフトウェア一覧

情報メディア端末室(共通イメージ)並びに教育学部・経済学部・図書館端末にインストール済のソフトウェアは以下の通りです。OSはWindows7です。×は未インストールを表します。

2018.2.20現在



  

	分類	ソフト名	バージョン(メディア端末室）	バージョン(教育/経済/図書館)	備考



	統合開発環境
	Microsoft Visual Studio Express
	2017	2012	要Microsoftアカウント




	ライブラリ
	OpenNI,KinectSDK
	対象外	対象外	機械工学科用




	統計処理ソフト
	R
	2.15.3	2.15.3	



	Rの開発環境
	R Commander
	1.9-6	1.9-6	



	Rの統合開発環境
	Rstudio
	0.98	0.98	



	子供向け教育用プログラミング言語環境
	Scratch
	1.4	1.4	


   
   	Scratch1.4+stemdu01
	1.4	1.4	
   

   
   	WinScratch1.4+stemdu02
	1.4	×	
   

   
   	Scratch2.0が動くためのFlash最新版
	28.0.0.161	27.0.0.187	
   

   
   	Scratch1.4拡張版(なのぼーどAG2モーター、Arduino Leonald対応版)
	1.4	1.4	
   


	3Dプログラミング環境
	Alice2.3
	2.3.3	2.3.3	　





	Arduino
	arduino-1.0.5-r2-stemdu10.zip
	1.0.5-r2	1.0.5-r2	　




   
   	arduino-1.0.5-r2-stemdu12.zip
	1.0.5-r2	1.0.5-r2	
   


   
   	Arduino Leonard用infファイル
	○	×	　

   

   
   	arduino-1.6.7-windows.exe
	○	×	　

   


	言語開発環境
	Processing
	 1.5.1 , 2.1.1	 1.5.1	　




	BASIC言語
	10進BASIC
	V7.61	V7.61	　




	2次元グラフ作成ツール
	Ngraph
	6.03.53	6.03.53	　




	3Dソフト
	Google Earth
	7.1.2.2041	6.1	



   
   	Google SketchUp
	×	8.0	開発終了

   

   
   	SketchUp2014
	14	×	GoogleSketchupの後継

   

   
   	SketchUp Make 2015
	15.3.331	×	

   

   
   	SketchUp Make 2017
	17.2.2555	×	

   


	CADソフト
	JWCAD
	8.02b	×	機械工学科用



   
   	PRO/Engineer
	対象外	対象外	機械工学科用

   



	PDFファイル閲覧ソフト
	Adobe Reader
	11.0.23	×	　



   
   	Adobe Acrobat Reader DC
	×	18.011	　

   


	Webコンテンツ表示プラグイン
	Adobe Flash Player
	28.0.0.161	28.0.0.161	　




	Webブラウザ
	Firefox
	45	58	　



   
   	Google Chrome
	60(64bit)	64(32bit)	

   


	分子生物学ソフト
	ClustalX
	2.1 / 1.83	2.1	



   
   	TreeView
	1.6.6	1.6.6	

   


	系統樹表示ソフト
	njplot
	2.3	2.3	　




	画像処理ソフト
	ImageJ
	1.45	1.45	




	UNIX風環境実現ﾂｰル
	Cygwin
	2.6.0	2.9.0	インストール済パッケージはcygcheck -c　で確認可能




	ライブラリ
	LAPACK
	3.4.0	3.4.0	



   
   	OpenCV
	1.1pre1	1.1pre1	

   


	テキストエディタ
	Terapad
	1.08	1.08	




	マルチメディアコンテンツ再生ソフト
	Windows Media Player
	12	12	




	統合開発環境
	ECLIPSE
	3.7　SR2	3.7　SR2	




	統合ビジネスソフト
	LibreOffice
	4.1.4.2	4.2.2.1	



   
   	Microsoft Office Professional Plus
	2016	2016	




	ファイル転送ソフト
	Filezilla
	3.7.4.1	3.8.1	



   
   	WinSCP
	5.5.4	5.5.4	

   


	ファイル圧縮・解凍ソフト
	Lhaplus
	1.59	1.59	




	マインドマップ作成ソフト
	FreeMind
	×	0.9	




	数学・科学向け教育ソフト
	Microsoft Mathematics
	4	4	




	デジタルオーディオエディタ
	Audacity
	2	2.0.2	




	Java開発キット
	Java JDK
	1.7.0_51	1.7.0_51	




	Java実行環境
	JRE
	Ver8 Up161	Ver8 Up161	




	ドライバ
	PL-2303 Driver
	1.6.0	×	




	開発環境
	Borland C++ Compiler + Cpad forBorland C++Compiler
	5.5.1	5.5.1	




	数値計算システム
	Scilab
	5.5.1	×	




	数式処理システム
	maxima-clisp
	5.37.3	5.37.3	




	動的数学ソフトウェア
	GeoGebra
	5.0.207	5.0.207	




	汎用プログラミング言語
	Python3
	3.6(32bit)	3.5(32bit)	




	タイピング練習
	CIEC Typing Club
	Ver6.2.2	Ver6.2.2	




	数値解析ソフト
	MATLAB
	2016b	×	バージョンアップ不可・要事前申請(許可されたユーザのみ起動)







    

  
    平成29年度情報メディア端末室利用実績（1学期）


  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	教育	家庭電気・機械・情報処理
	工
藤
	20



	情報メディア端末室2
	教育
	(中学校カ乳）
	野
村
・
星
名
	60
	教育
	情報基礎(特・養）
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	
	理工研前期
	構造振動の実践シミュレーション(JE)
	党
	30



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部機械
	数値解析Ⅰ
	金
子
	110



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	教育	家庭電気・機械・情報処理
	工
藤
	20



	情報メディア端末室2
	教育
	情報基礎(中学校キ）
	野
村
・
星
名
	60
	教育	メディアと学習支援
	野
村
	60
	
	
	
	
	教養
	情報基礎
	内
木
	50



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	理学部数学科物理
	情報基礎
	荒
井
	80
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部建設
	情報基礎
	古
里
	85



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	経済
	アカデミックスキルズ
（第4クラス）
	渡
辺
	75



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	理学部数学科
	計算機概論Ⅰ
	戸
野
	45
	理工研
	課題解決型特別演習A（4/19以降）
	新
井
	45




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	教育
	情報基礎(中学校ク）
	野
村
・
橿
淵
	60
	工学部応化
	情報基礎
	太
刀
川
	67
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	経済
	情報基礎（第1クラス）
	鹿
子
木
	75
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2

	教育
	情報基礎(特・養）
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部建設
	建設工学製図
	小
嶋
	85
	経済
	アカデミックスキルズ（第2クラス）
	渡
辺
	75
	経済
	アカデミックスキルズ（第3クラス）
	渡
辺
	75
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　



	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	経済
	アカデミックスキルズ（第1クラス）
	渡
辺
	75
	経済
	情報基礎（第2クラス）
	鹿
子
木
	75
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電
	数値解析とアルゴリズム演習
	間
邊
	70



	情報メディア端末室2

	
	
	
	
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

4/12(水)　3～5限　端末室2 45名基礎生物学実験(理学部分子生物）　是枝5/8(月)5限 端末室3　 8名 調査統計特論(理工学研究科)小嶋

4/17(月) 1限、4/18(火）1,2限、4/20(木)1,2限　端末室3　45名6/3(土)9:00～12:00 端末室2　36名 基礎研究講座(理学部/大宮北高校)　　大西

General English Skills/Academic English Skills2(英語教育開発センター)　　イアリーテレンス

開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成29年度情報メディア端末室利用実績
（2学期/夏季休暇・前期補講期間）


  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	教育
	家庭電気・機械・情報処理
	工
藤
	20



	情報メディア端末室2
	教育
	情報基礎(中学校カ乳）
	野
村
・
星
名
	60
	教育
	情報基礎(特・養）
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	
	理工研前期
	構造振動の実践シミュレーション(JE)
	党
	30



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部機械
	数値解析Ⅰ
	金
子
	110



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	教育
	情報基礎(中学校キ）
	野
村
・
星
名
	60
	教育
	メディアと学習支援
	野
村
	60
	
	
	
	
	教養
	情報基礎
	内
木
	50



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	理学部数学科物理
	情報基礎
	荒
井
	80
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部建設
	情報基礎
	古
里
	85



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	理学部数学科
	計算機概論Ⅰ
	戸
野
	45
	理工研
	課題解決型特別演習A
	新
井
	45
	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	教育
	情報基礎(中学校ク）
	野
村
・
橿
淵
	60
	工学部応化
	情報基礎
	太
刀
川
	67
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	理学部物理
	物理学実験2
	山
口
	10
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	工学部機械
	情報基礎
	鞆
田
・
前
田
	110
	工学部電電
	情報基礎
	内
田
(秀)
	90
	
	
	
	
	工学部電電
	情報基礎
	内
田
(秀)
	90
	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　



	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電
	数値解析とアルゴリズム演習
	間
邊
	70



	情報メディア端末室2

	　
	　
	　
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52




	情報メディア端末室3
	工学部機械
	情報基礎
	鞆
田
・
前
田
	110
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

6/17(土）13:00～17:00 端末室2　36名基礎研究講座(理学部／大宮北高校） 大西

8/22(火)終日　　端末室3,4　　80名免許状更新講習(総合キャリアセンターSU)　野村

8/23(水)終日　　端末室3,4　　80名免許状更新講習(総合キャリアセンターSU)　野村

開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成29年度情報メディア端末室利用実績（3学期）



  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません

	
	
	
	



	情報メディア端末室2

	
	
	
	

	教育
	情報基礎(小学校ウ）
	野
村
・
橿
淵
	60

	
	
	
	


	
	
	
	



	情報メディア端末室3

	　
	　
	　
	

	教育
	情報とコンピューター
	本
郷
	40

	
	
	
	

	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません

	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


	　
	　
	　
	　



	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	理学部数学科
	計算機概論Ⅱ
	戸
野
	45
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	工学部
	工学入門セミナーWG
	福
田
	35
	教育
	情報基礎(小学校エ）
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研
	課題解決型特別演習B
	新
井
	45
	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	理学部分子生物生体制御
	情報基礎
	戸
野
	80
	理学部分子生物生体制御
	情報基礎
	戸
野
	80
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	
	
	
	

	
	
	
	




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2
	工学部
	工学入門セミナーWG
	福
田
	35
	教育
	情報基礎(小学校オ）
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研
	課題解決型特別演習B
	新
井
	45
	工学部建設
	数値解析学演習
	ル
ア
ン 
・
ヤ
オ
	50
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部機械
	機械設計演習
	琴
坂
・
程
島
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	100



	情報メディア端末室4
	教育
	情報基礎(小学校ア）
	野
村
・
星
名
	60

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	工学部
	科学技術と知的財産
	北
島
	80



	情報メディア端末室2

	工学部
	工学入門セミナーWG
	福
田
	35

	教育
	メディアと学習支援
	野
村
	60

	
	
	
	
	工学部機材
	情報基礎
	白
井
	50




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部機械
	機械設計演習
	琴
坂
・
程
島
	20
	工学部機械
	プログラミング演習
	武
沢
	110
	
	
	
	
	工学部電電
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	100



	情報メディア端末室4
	教育
	情報基礎(小学校イ）
	野
村
・
星
名
	60
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

10/10(火）5限端末室4 　40名メディアと教育理論(教育学部） 野村

11/15(水) 3,4限端末室3,4 100名SPI講座　言語非言語テスト受験会(学生支援課）

　

開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成29年度情報メディア端末室利用実績（4学期）



  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません

	
	
	
	



	情報メディア端末室2

	
	
	
	

	教育
	情報基礎(小学校ウ）
	野
村
・
橿
淵
	60

	
	
	
	


	
	
	
	



	情報メディア端末室3

	　
	　
	　
	

	教育
	情報とコンピューター
	本
郷
	40

	
	
	
	

	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません

	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


	　
	　
	　
	　



	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	理学部数学科
	計算機概論Ⅱ
	戸
野
	45
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	工学部
	工学入門セミナーWG
	福
田
	35
	教育
	情報基礎(小学校エ）
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研
	課題解決型特別演習B
	新
井
	45
	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	理学部分子生物生体制御
	情報基礎
	戸
野
	80
	理学部分子生物生体制御
	情報基礎
	戸
野
	80
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	
	
	
	

	
	
	
	




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2
	工学部
	工学入門セミナーWG
	福
田
	35
	教育
	情報基礎(小学校オ）
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研
	課題解決型特別演習B
	新
井
	45
	工学部建設
	数値解析学演習
	ル
ア
ン 
・
ヤ
オ
	50
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部機械
	機械設計演習
	琴
坂
・
程
島
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	100



	情報メディア端末室4
	教育
	情報基礎(小学校ア）
	野
村
・
星
名
	60

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	工学部
	科学技術と知的財産
	北
島
	80



	情報メディア端末室2

	工学部
	工学入門セミナーWG
	福
田
	35

	教育
	メディアと学習支援
	野
村
	60

	
	
	
	
	工学部機材
	情報基礎
	白
井
	50




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部機械
	機械設計演習
	琴
坂
・
程
島
	20
	工学部機械
	プログラミング演習
	武
沢
	110
	
	
	
	
	工学部電電
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	100



	情報メディア端末室4
	教育
	情報基礎(小学校イ）
	野
村
・星
名
	60
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

12/14(水) 3,4限 端末室3,4　　100名SPI講座　言語非言語テスト受験会(学生支援課）

12/21(木）3～5限　端末室3　　　 43名生体制御学実験（理学部生体制御学科) 　古舘

　

開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成30年度情報メディア端末室利用予定（1学期）


  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	教育学部
	家庭電気・機械・情報処理
	工
藤
	20



	情報メディア端末室2
	教育学部
	情報基礎(中学校カ乳)
	野
村
・
星
名
	60
	教育学部
	情報基礎(特・養)
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	

	理工研前期
	構造振動の実践シミュレーション(JE)
	党
	25



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部機械
	数値解析Ⅰ
	金
子
・
小
島
	120



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	教育学部
	情報基礎(中学校キ)
	野
村
・
星
名
	60
	
	
	
	
	
	
	
	
	教養学部
	情報基礎
	内
木
	50



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	理学部数学物理
	情報基礎
	荒
井
	80
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部環境
	情報基礎
	古
里
	110



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	経済学部
	アカデミック・スキルズ(第4クラス)
	渡
辺
	80



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	

	教育学部
	情報基礎(中学校ク)
	野
村
・
橿
淵
	60

	理工研前期
	課題解決型特別演習A（4/18以降)
	新
井
	40




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	理学部数学
	計算機概論Ｉ
	戸
野
	45
	工学部応化
	情報基礎
	太
刀
川
	95
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	教育学部
	情報数理
	白
石
	60



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	経済学部
	情報基礎(第１クラス)
	鹿
子
木
	75
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	経済学部
	アカデミック・スキルズ(第3クラス)
	渡
辺
	80
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2

	
	
	
	

	理工研前期
	課題解決型特別演習A（4/18以降)
	新
井
	40
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部環境建設
	設計製図基礎
	党
	110
	経済学部
	アカデミック・スキルズ(第２クラス)
	渡
辺
	80
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　



	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	経済学部
	アカデミック・スキルズ（第1クラス）
	渡
辺
	80
	経済学部
	情報基礎(第２クラス)
	鹿
子
木
	75
	
	
	
	
	経済学部
	情報基礎(第４クラス)
	鹿
子
木
	75
	工学部電電
	数値解析とアルゴリズム演習
	間
邊
	70



	情報メディア端末室2

	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	工学部環境建設
	設計製図基礎
	党
	110
	経済学部
	情報基礎(第３クラス)
	鹿
子
木
	75
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

4/5 (木) 3～5 限 端末室2 50名 SciFinder 講習会 河内

4/6 (金) 3～5 限 端末室2 50名 Web of Science 講習会 吉川

4/11 (水) 3～5 限 端末室2 45名 基礎生物学実験(理学部分子生物)　是枝

開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成30年度情報メディア端末室利用予定
（2学期/夏季休暇・前期補講期間）


  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	教育学部
	家庭電気・機械・情報処理
	工
藤
	20



	情報メディア端末室2
	教育学部
	情報基礎(中学校カ乳)
	野
村
・
星
名
	60
	教育学部
	情報基礎(特・養)
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	

	理工研前期
	構造振動の実践シミュレーション(JE)
	党
	25



	情報メディア端末室3
	工学部電電物
	情報基礎
	山
根
	119
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部機械
	数値解析Ⅰ
	金
子
・
小
島
	120



	情報メディア端末室4

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	教育学部
	情報基礎(中学校キ)
	野
村
・
星
名
	60
	
	
	
	
	
	
	
	
	教養学部
	情報基礎
	内
木
	50



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	理学部数学物理
	情報基礎
	荒
井
	80
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	工学部環境
	情報基礎
	古
里
	110



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	

	教育学部
	情報基礎(中学校ク)
	野
村
・
橿
淵
	60

	理工研前期
	課題解決型特別演習A（4/18以降)
	新
井
	40

	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	理学部数学
	計算機概論Ｉ
	戸
野
	45
	工学部応化
	情報基礎
	太
刀
川
	95
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	教育学部
	情報数理
	白
石
	60



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	理学部物理
	物理学実験II
	山
口
	15
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2

	
	
	
	

	
	
	
	

	理工研前期
	課題解決型特別演習A（4/18以降)
	新
井
	40
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	工学部機械
	情報基礎(機械)
	阿
部
・
鄭
	120
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　



	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電
	数値解析とアルゴリズム演習
	間
邊
	70



	情報メディア端末室2

	　
	　
	　
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	工学部機械
	情報基礎(機械)
	阿
部
・
鄭
	120
	工学部電電物
	情報基礎
	山
根
	119
	
	
	
	
	工学部機材
	情報処理演習
	石
川
	52
	
	
	
	



	情報メディア端末室4

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

6/23(土) 終日 端末室2 20名 大宮北高校　生物学実験講座 　　　大西8/20(月) 終日 端末室1,2 免許状更新講習(設営)　　　　　　　　 山本

7/2(月) 3限 端末室2 35名 「音のイメージから学ぶ日本語の音声」 鮮于　媚8/21(火) 終日 端末室1,2　35名 免許状更新講習（選択）　　　　　　　　　山本

7/9(月) 3限 端末室2 35名 「音のイメージから学ぶ日本語の音声」 鮮于　媚9/2(日) 終日 端末室1,2　60名　「ロボット工学の研究者になってみよう」　野村

開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成30年度情報メディア端末室利用状況（3学期）


  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	
	
	
	
	教育学部
	情報基礎(小学校ウ)
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	理学部数学
	計算機概論Ⅱ
	戸
野
	45
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	理学部分子生体
	情報基礎
	戸
野
	80
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2

	教育学部
	情報基礎(小学校エ)
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研前期
	課題解決型特別演習B
	新
井
	40

	教育学部
	情報とコンピューター
	未
定
	30




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	理学部基礎化過年度
	情報基礎
	戸
野
	80
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	工学部
	工学入門セミナー
	福
田
	36

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	工学部
	工学入門セミナー
	未
定
	80
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2

	教育学部
	情報基礎(小学校オ)
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研前期
	課題解決型特別演習B
	新
井
	40
	工学部建設
	数値解析学演習
	ル
ア
ン
	30
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	教育学部
	情報基礎(小学校ア)
	野
村
・
星
名
	60
	工学部機械
	機械設計演習
	琴
坂
・
程
島
	20
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電物
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	130



	情報メディア端末室4
	工学部
	工学入門セミナー
	福
田
	36

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	工学部
	工学入門セミナー
	未
定
	80
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	経済学部
	データ分析基礎
	鹿
子
木
	75
	工学部
	科学技術と知的財産
	北
島
	80



	情報メディア端末室2

	教育学部
	メディアと学習支援
	野
村
	60

	
	
	
	




	情報メディア端末室3
	教育学部
	情報基礎(小学校イ）
	野
村・
星
名
	60
	工学部機械
	機械設計演習
	琴
坂
・
程
島
	20
	工学部機械
	プログラミング演習
	武
沢・
金
子
・
小
島
	120
	
	
	
	
	工学部電電物
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	130



	情報メディア端末室4
	工学部
	工学入門セミナー
	福
田
	36
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。



開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    平成30年度情報メディア端末室利用状況（4学期）


  

	時限	曜日	月	火	水	木	金



	部屋名称	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数	学部	関連科目名	担
当
教
員	人数



	１限(9:00～10:30）	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	
	
	
	
	教育学部
	情報基礎(小学校ウ)
	野
村
・
橿
淵
	60
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　



	2限(10:40～12:10）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	理学部数学
	計算機概論Ⅱ
	戸
野
	45
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　




	3限(13:00～14:30）
	情報メディア端末室1
	理学部分子生体
	情報基礎
	戸
野
	80
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	メンテナンス
端末室３，４とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室2

	教育学部
	情報基礎(小学校エ)
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研前期
	課題解決型特別演習B
	新
井
	40

	教育学部
	情報とコンピューター
	未
定
	30




	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	理学部基礎化過年度
	情報基礎
	戸
野
	80
	
	
	
	
	メンテナンス
端末１，２とは同時には実施しません
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	工学部
	工学入門セミナー
	福
田
	36

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	4限(14:40～16:10）
	情報メディア端末室1
	工学部
	工学入門セミナー
	未
定
	80
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室2

	教育学部
	情報基礎(小学校オ)
	野
村
・
橿
淵
	60
	理工研前期
	課題解決型特別演習B
	新
井
	40
	工学部建設
	数値解析学演習
	ル
ア
ン
	30
	　
	　
	　
	　



	情報メディア端末室3
	教育学部
	情報基礎(小学校ア)
	野
村
・
星
名
	60
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	工学部電電物
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	130



	情報メディア端末室4
	工学部
	工学入門セミナー
	福
田
	36

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	5限(16:20～17:50）
	情報メディア端末室1
	工学部
	工学入門セミナー
	未
定
	80
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	工学部機材
	機能材料工学実験Ⅲ
	柿
崎
	15
	
	
	
	
	工学部
	科学技術と知的財産
	北
島
	80



	情報メディア端末室2

	教育学部
	メディアと学習支援
	野
村
	60




	情報メディア端末室3
	教育学部
	情報基礎(小学校イ）
	野
村
・
星
名
	60
	
	
	
	
	工学部機械
	プログラミング演習
	武
沢
・
金
子
・
小
島
	120
	
	
	
	
	工学部電電物
	プログラミング演習
	長
谷
川
(有)
	130



	情報メディア端末室4
	工学部
	工学入門セミナー
	福
田
	36
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　




	6限(18:00～19:30）
	情報メディア端末室1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室2
	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室3
	　
	　
	　
	
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	情報メディア端末室4
	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　





授業時間中は、一般利用の方は、入室できません。

利用日未定(木）　3～5限利用端末室未定45名生体制御学実験(理学部生体制御) 古舘



開講科目名が空欄の時限は、一般開放時間。ただし、新たに授業が入る場合がありますので、掲示に注意してください。


    

  
    工学部講義棟２階　情報メディア端末室
（１）（２） 座席表


       


    

  
    工学部講義棟２階　情報メディア端末室
（３）（４）　座席表


       


  
   

       


  
    安心して情報システムを利用するための10カ条

    情報セキュリティ・倫理マニュアル


情報セキュリティ教育の充実のため、情報セキュリティ・情報倫理に関するパンフレットを作成しました。

情報機器やネットワークを利用する上で情報セキュリティと情報倫理について注意すべき10 項目を挙げ、多様な留学生が在学することに配慮し、日本語の他に英語、韓国語、中国語の4 つのバージョンを作成、ポスターサイズに印刷したものを学内各所に掲示しており、今後は大学ホームページにも掲載する予定です。



       

       

  
   情報メディア基盤センター教職員名簿

    （平成30年3月現在）

    
    センター長

    伊藤　和人　教授（併任）　　　　　kazuhito@mail.

    （理工学研究科数理電子情報部門）

    
    センター教員


    島村　徹也　教授　　　　　　　　shima@sie.

    山納　康　准教授　　　　　　　　yamano@ees.

    吉浦　紀晃　准教授　　　　　　　yoshiura@fmx.ics.

    堀山　貴史　准教授（兼任）　　　horiyama@al.ics.

    （理工学研究科数理電子情報部門）


    システム管理室

    南雲　浩二　技師　　　　　　　nagumo@ics.
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   編 集 後 記

  埼玉大学情報メディア基盤センター年報『さいたま』Vol.25 をお届けいたします。

  論文をご投稿くださった方、年報作成にご協力くださったすべての方に厚く御礼申し上
げます。とりわけ、毎年表紙絵をご提供くださっている附属幼稚園の園児たち、教職員の
方々には深く感謝を申し上げます。

  当センターは1968 年に電子計算機室として発足して以来、2018 年3 月で50 周年を迎え
ました。節目を迎えたこの機に、これまでの刊行物を振り返ってみようと思い立ち、埃を
かぶって眠っていた冊子たちを掘り起こしてみました。

  昭和52(1976)年 埼玉大学電子計算機センターニュース 創刊

  昭和55(1980)年 埼玉大学電子計算機センターニュース 『SAI-COM』(名称変更)

  昭和61(1986)年 埼玉大学情報処理センターニュース 『IPC』(改組・名称変更)

  平成4(1992)年 埼玉大学総合情報処理センターニュース『IPC』（改組）

  平成9(1997)年 埼玉大学総合情報処理センターニュース『さいたま』(名称変更)

  平成14(2002)年 埼玉大学総合情報処理センター年報 『さいたま』(定期刊行化)

  平成16(2004)年 埼玉大学情報メディア基盤センター年報『さいたま』(改組)

  この発掘作業はなかなか楽しいものでした。古い冊子を取り出す度、ぱらぱらと中を確
認してみれば、その内容はシステム開発や新システムの利用手順など、門外漢の筆者には
分からない話がほとんどでしたが、人の背丈ほどもある計算機を使うためにセンターまで
足を運ばなければならなかった、当時のユーザーの苦労が忍ばれます。

  今やパソコンは小さく薄くなり、インターネットの普及によって使う場所も選びません。
そんな時代の流れを感じつつ、保管庫を発掘していて見つけたのが1992 年発行の『IPC』
でした。どうやらこれが附属幼稚園から園児の絵を提供いただいた最初の号のようです。

       

  この絵を描いてくれた園児が、今ではもう立派な社会人になっているのかと思うと感慨深いものがあります。

  さて、2020 年には小学校でプログラミング教育が必修となります。IT技術が日々進化するこの情報化社会の中で、今号の表紙を個性豊かな花々で飾ってくれた園児たちは、どんな大人になり、どんな世界を創ってゆくのでしょうか。楽しみです。

  

  
  
  埼玉大学情報メディア基盤センター年報

  『 さいたま 』

  Vol.25　2018.8（平成30年）

  発行者　埼玉大学情報メディア基盤センター

  〒338-8570　 さいたま市桜区下大久保255

  電話　 048-858-3674

  Email　itc@ml.saitama-u.ac.jp
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